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＜連絡事項＞
・特に無し。

＜入室状況＞
【入院】
・杉山　舞様～東病棟Bユニット1号室に任意入院となる。

【ユニット移動】
・袴田　裕國様～東A15号室→東C4号室
・松谷　さと子様～東合併症室→東A15号室
・越後　久次郎様～東B2号室→東合併症室
・西澤　由見様～東B2号室→東C4号室
・風張　久美子様～東合併症室→東B3号室

＜患者様連絡事項＞
・白幡　一真様～主治医から本日のみ午前午後1時間ずつの開放観察をするように指示あり。明日以降継続するかは本日の様子によって検討するとの事。

・橋本　キヨヱ様～本日から三分粥→五分粥に変更となっている。

・楢館　悠登様～翌日から牛乳→ヨーグルトに変更している。

・澤口　利香様～翌日から小青竜湯が中止となり葛根湯が開始となる。

＜小栁Dr診察＞
・今田　克博様～血圧高値、本人了承したことからアムロジピンＯＤ錠５ｍｇ　1T追加処方
その他同内容7日分処方。

他の患者様は同内容の処方・指示となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放後は脱衣した状態で徘徊や他室侵入あり、時間早めに開放観察終了。自室でも脱衣頻回。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。8：20疼痛時ロキソプロフェンNa（60）1T、14：45不安時レキソタン（5）1T、疼痛時ロキソプロフェンNa（60）1T服薬。各食後薬は拒薬されている。自室にベットを入れて欲しいからと自傷行為を仄めかす操作的な言動聞かれているも不穏さや行動化には至らずにいる。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・白幡　一真様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放中は帰宅要求聞かれるも過度にはならず、逸脱行為や不穏さ無く声掛け、説明にも理解良好。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・向谷地善朗様～身体拘束中。8：49主治医診察あり。身体合併症の増悪により不穏興奮が認められないと判断されたため、身体拘束解除となる。

＜入院患者様情報＞
①日　　時：令和6年2月21日　13:50
  氏　　名：杉山　舞（すぎやま　まい）様
　生年月日：平成10年12月28日(25歳)
[bookmark: _GoBack]　病　　名：注意欠陥多動障害
　性　　別：女性
　主 治 医：深澤Dｒ（診察医：柞木田Dr）
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット
　
　＜経過＞
　R3年2月2日当院初診。薬物療法開始となるが同年8月受診以降、
治療自己中断しておりその後の保健行動なく経過していた。R6年
2月11日母より連絡あり。前日夕より不安・希死念慮増強により
練炭を準備するなどの行動がみられていた。翌日には飲酒・過量
服薬し呂律不良がみられており 就職するため同日夕に上京する
予定であったが、キャンセルした様子。身体治療優先し総合病院
受診（最終受診日より長期間経過しており 身体加療後に精神面
での治療が必要となった場合には、精神科救急当番病院受診する
よう）案内。その後八戸市立市民病院受診し 救急センター入院
となった。ADL自立しており疎通可能だが、継続して希死念慮の
遷延あり。今回 家族より専門治療の継続および症状改善のため、
当院へ転入院の希望あり。
上記経過より東病棟Bユニットへ任意入院となる。

